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■司　　会　SAA　岡田　　隆

■開会点鐘　会長　安藤　公一

■出席報告

■オンライン出席

　福村、佐藤（真）
■本日の欠席者
　宋、田川、中谷、二宮
■米山功労者表彰
　北澤　正浩会員　第２回マルチプル
　二宮麻理子会員　第２回マルチプル
　田川　富男会員　第３回マルチプル
　佐藤　真吾会員　第４回マルチプル
■米山功労クラブ　横浜旭
■会長報告　　　　　　　　　　　安藤　公一
　この冬 1 番の 10 年に 1 度と言われる強烈な
寒気が日本全国を襲っています。九州北部から
山陰、北陸、東北、北海道の日本海側において
は 1 日に数十センチを越える積雪と台風並みの
暴風に襲われ、各所で深刻な被害に見舞われて
いるところです。被害に遭われた地域の方々に
心よりのお見舞いを申し上げたいと思います。
今朝出社時午前 9 時の外気温が 0℃と車の温度

計が示しており、改めて寒さを感じ入った次第
です。
一方、新型コロナでは、徐々にではありますが、
感染者数も前週同曜日の数よりも減ってきてい
ます。ただ死者はそれほどの割合で減っている
わけではありません。毎週繰り返して申し上げ
ていますが、新型コロナ・インフルエンザも含
め体調の管理に引き続き気を付けていきたいと
思います。
　スポーツでは、パラテニスの国枝慎吾選手が
世界ランク 1 位のまま引退を表明しました。彼
の今までの頑張りに数多くの人々が勇気付けら
れたことは間違いなく、大いなる敬意を持って
慰労したいと思います。「俺は最強だ」という
言葉で自らを奮い立たせていたことはマスコミ
でも取り上げられていました。大相撲で貴景勝
が何とか自身 3 度目の優勝を飾り、大関の意地
を示せました。スキージャンプでは小林選手が
ワールドカップ札幌大会で優勝と明るいニュー
スを届けてくれました。
　本日のクラブ協議会宜しくお願い致します。
▷地区関係
１）グローバル財団奨学生の応募が締め切り直
前にまいりましたので、2 月 15 日に面接を予
定しています。
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２）米山奨学生世話クラブの依頼がありました。
地区からの依頼の書面は回覧します。中国河南
省出身の 25 歳の女性で横浜国立大学で国際経
済法学で博士号取得を目指しておられます。
３）ローターアクトの年次総会が１/28 にロイ
ヤルホール横浜で開催されるとの案内がきました。
４）第 5 グループの合同「入会候補者会食会」
が来年 1 月 28 日㈯ 17 時より、ロイヤルホー
ル横浜で開催されることとなり、各クラブ 2 ～
3 名の候補者を連れてくるようにとの要請があ
りました。私と佐藤真吾さん、関口大樹さんの
3 名が参加予定です。
５）2023-24 年度地区補助金プロジェクト募集
の案内が参りました。申請期限は 2 月 28 日で
す。各奉仕活動のリーダーはこれを有効活用で
きないかお考え頂きたく存じます。
６）地区より入会 3 年未満会員対象の交流会が
3/24 ㈮ 17 時よりインターコンチネンタルホテ
ルで開催するとの案内がきました。該当する会
員の方はご参加ください。
７）新横浜 RC の創立 30 周年記念誌が届きま
したので、回覧致します。
▷クラブ関係
８）横浜瀬谷 RC との合同例会を来年 2 月 3 日
㈮ 18:30 より二俣川の Aday で開催する運びと
なり、当クラブより総勢 17 名がご参加頂ける
ことになりました。久しぶりの合同例会です。
楽しみましょう。
９）1 月 29 日㈰旭公会堂で東日本大震災被災
地支援チャリティーコンサートを 13 時より開
催します。第五グループガバナー補佐の佐藤さ
んもお出でになるとのご連絡を頂いています。
10）お隣の横浜瀬谷 RC が 2 月 16 日㈭にゴル
フコンペを小田急藤沢 GC で開催するので、ご
一緒しませんかとお誘いが参りました。横浜旭
RC 分として 4 名分の枠を確保して頂いている
とのことです。案内を回覧します。参加ご希望
の方は、本日例会終了時までに私にご連絡くだ
さい。
11）旭ズーラシア駅伝が 1 月 28 日㈯の 9 時か

ら開催されます。特別協賛企業として北澤建設
さんが支援されています。
12）2/15 に卓話をお願いしている加藤明彦様
より、2/24 に鶴ヶ峰の「みなくる」で黒船来
航と鉄道開業・二俣川と重忠というテーマで講
義されるとの案内を頂きましたので、お知らせ
します。
■ニコニコ BOX
安藤　公一／本日のクラブ協議会宜しくお願い
します。
岡田　　隆／今朝は寒い朝でしたが、雪になら
なくて良かったです。本日もよろしくお願い致
します。
五十嵐　正／昨日庭の水道の蛇口を少し開けて
おいたら、朝 10㎝位の氷柱が出来ました。
市川　慎二／職業フォーラムではオンライン参
加となり申し訳ございませんでした。
本日のクラブ協議会、宜しくお願い致します。
北澤　正浩／本日のクラブ協議会、宜しくお願
い致します。
■クラブ協議会
▷クラブ管理運営委員会／委 員 長　 北澤 正浩
　委員会活動について一部の委員は積極的に参
加していただけてはいます。
負担の偏りがないように今後は全委員にお願い
するように致します。
▷親睦活動
　10 月 1 日歓迎会、7 月 31 日横浜旭ジャズま
つり観覧、12 月 17 日クリスマス・家族親睦会
を開催し、多数の会員に参加していただきまし
た。
　今後は 1 月 29 日に開催される東日本震災復
興支援チャリティーコンサートのお手伝いを予
定しております。
▷奉仕プロジェクト委員会
委 員 長／市川慎二
▷職業奉仕活動計画／副委員長　市川慎二
　新たな活動として、かけはし代表のこども
キャリア大学での講話を行いました。
　1 月 26 日に鶴ヶ峯中学校体育館にて、市川、
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中谷、関口大樹の 3 名による職業講話を行いま
した。約 190 名の生徒が参加し、一人ひとりが
キャリア教育の学習の意義を感じながら記録し
たり質問があり、有意義な時間になったと思い
ます。
　各講話とも継続していけるように、今後も連
絡をとっていきたい。

▷会報担当副委員長／増田嘉一郎
　会報は、継続して発行されている。
　その担当者は、今年度開始前に輪番制として、
毎月の担当者を一覧表で委員に提示した。その
後計画書に記載し、また担当月の 2 週間位前に
は、次月が担当となることを FAX で通知し、担
当者の記憶を喚起してもらっている。しかし、
実際に担当役務を遂行してくれる人は、少ない
ようである。そのため、迷惑を被っている人が
いる。
▷ロータリー財団委員長／増田嘉一郎
⑴ 11 月のロータリー財団月間に、年次基金と
ポリオプラスの募金を実施した。しかし、思わ
しくない結果である。年次基金は 18 名の会員
中５名が未納となっており、ポリオプラスの基
金は７名の納付がない。まず、新しい会員の納
入がない。ロータリーの寄附は、全く任意とい
う選択肢がないことを学んで欲しい。また、ク
ラブの指導的立場にある人の納入もない。未だ
納入されていない会員には、年度末迄の納付を
お願いする。
(2) 11 月のロータリー財団フォーラムでは、世
界各地で展開するロータリー財団のプロジェク
トを紹介した。ロータリー財団への寄附は、世

界各地でのプロジェクトに使われている。
(3) 地区ロータリー財団委員会の、地区補助金
プロジェクトは現在募集中である。当委員会で
は、地区ロータリー財団補助金管理セミナーに
出席し、参加資格要件の 1 つを充して、各委員
会からの申請をお待ちしている。
(4) ロータリー財団奨学生については、1 月 22
日にグローバル奨学生の応募があり、これから
面接をし手続に入る。
▷米山記念奨学委員会／委員長　内田　敏
　10 月５日米山フォーラムで地区奨学金増進
委員石山さんに卓話をして頂きました。
　米山委員会です。今期特別寄付金額一人当た
り２万円お願いしております。
　今年度予定は 36 万円です。現在 273,000 円
ご寄付頂いております。
　令和４年 12 月 21 日事務局より 273,000 円
送金しております。年度後半予定額に達するよ
うご協力お願いいたします。
▷公共イメージ委員／五十嵐　正
　ロータリーの友の紹介につき、研修も兼ねて
毎月個々の会員にお願いして参りました。なる
べく重複しないよう心掛けておりますが、出席
者が限られておりますので、少し心配しており
ます。
　広報につきましては、29 日のチャリコンの
際クラブの災害対策の活動報告を致します。
　また、2/1 ㈬災害時の連携を考える、かなが
わフォーラムに参加し、これまでの災害対策委
員会の活動紹介を発表して参ります。
その際他団体とも情報交換をして参ります。
▷災害対策委員会／五十嵐　正
　2/1 のかながわフォーラムに参加し、業助ネッ
トワーク構築への情報交換して参ります。
　岩沼 RC との米山記念館と合同例会の企画に
付き、４～５月を目途に考えております。
■MyRotaryより
行動計画
　一世紀以上前、私たちは、人と人とのつなが
りを礎とする奉仕のリーダーシップという新し
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いモデルの先駆けとなりました。今日、このつ
ながりは、世界に広がるネットワークとなって
文化間、言語間、世代間、地域間に橋を渡し、
より良い世界のビジョンを分かち合っていま
す。私たちは行動人として、このビジョンの実
現には計画が必要であることを知っています。
　2024 年までのロータリーの行動計画は、「よ
り大きなインパクトをもたらす」、「参加者の基
盤を広げる」、「参加者の積極的なかかわりを促
す」、「適応力を高める」ことです。
行動計画の実践

　クラブで行動計画を実践されている場合は、
その情報をこちらのフォームからぜひお寄せく
ださい。ロータリーの発行物やソーシャルメ
ディアでご紹介させていただく可能性があります。
行動計画：よくある質問

問：なぜ行動計画ができたのですか？
答： 今 日 の 世 界 は、 ロ ー タ リ ー が 誕 生 し た
1905 年の世界とは異なります。人口構成は変
わり、変化の速度は増し、テクノロジーによっ
てネットワークと奉仕のための新しい機会が生

まれています。しかし、変わらないこともあり
ます。それは、親睦、高潔性、多様性、奉仕、リー
ダーシップ、つまりロータリーを定義する価値
観に対するニーズです。行動計画によって、ロー
タリーは過去を称えながら未来を受け入れるこ
とができるでしょう。ロータリーが時代に即し
た組織としてさらに発展し、進化していくため
の指針となるのが、行動計画です。
問：行動計画と共に、クラブと地区は何をすべ
きでしょうか？
答：大切なのは、この計画がロータリー会員の
意見を基に形づくられたということ、そして、
これがロータリーに新たな機会をもたらす土台
となることをすべてのクラブと地区に認識して
もらうことです。この段階では、「行動計画」
のページにある「リソース」セクションの資料
を利用することがクラブと地区に奨励されてい
ます。
■次週卓話
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安　藤　公　一

福　村　　　正

市　川　慎　二

五 十 嵐 　　 正

平 子 智 章

北　澤　正　浩

増　田　嘉 一 郎

目  黒  惠  一

中 谷 逸 希

新　川　　　尚

二　宮　麻 理 子

岡　田　　　隆

佐　藤　真　吾

佐　藤　利　明

関 口 大 樹

関　口　友　宏

宋                    謹      衣

田　川　富　男           

東　谷　　　充

内　田　　　敏


